
令和５年度　群馬県と大学等との連携事業

　【カテゴリー区分】
　　・連携会議 ： 県と大学等の間に会議体を設けているもの
　　・調査・研究 ： 共同研究、委託調査など
　　・教育課程 ： 教職など大学課程修了上求められるもの
　　・就職支援 ： 学生の就職支援に関する情報提供・実習など
　　・講義・講演会 ： 講演会、シンポジウム、セミナーなどの開催（学生を対象とするものも含む）
　　・地域貢献 ： 地域活性化や県民サービスのための事業
　　・その他

部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

知事戦略部 グリーンイノベーション推進課 連携会議
革新的環境イノベーショ
ンコンソーシアム

群馬県の脱炭素を加速させ2050年のカーボン
ニュートラルを実現することを目的として、官民共創
による地域課題解決やイノベーション創出に向けた
取組を進めるための異業種・同業他社との交流の
場を提供し、意見交換等を行う。

群馬大学
高崎経済大学
前橋工科大学

知事戦略部 交通イノベーション推進課 調査・研究
その先を照らせ プロジェ
クト

・群馬の企業や行政が抱える課題に対して、学生目
線のアイデアを提案できるイベント。
・学生が企業訪問や担当者へのヒアリング等を通じ
て企業等の課題を把握した上で、課題に対する解決
策や提案のプレゼンテーションを行う。

〇 高崎経済大学

選挙管理委員会 その他
主権者教育を推進する
群馬県大学コンソーシア
ム

大学等の高等教育機関で学ぶ学生の主権者意識
の醸成、若年層の投票率の向上及び群馬県内大学
間の交流の促進を図ることを目的とし、主権者教育
に関する情報の共有、選挙出前授業の実施、学生
による選挙啓発チームの組織、大学祭や各種イベ
ントでの啓発活動などを実施.。

県内全ての大学・短期大
学・高等専門学校

「主権者教育を推進する
群馬県大学コンソーシア
ム」に関する協定

R3.4.23

総務部 藤岡行政県税事務所 地域貢献
神流町新観光サービス・
商品開発事業企画提案
委託業務

大学生の若い力を借りて、高齢化や人口の減少等
の問題を抱える中山間地域の活力を生み出すこと
を目的に、農政部農村整備課が実施している「やま
さと応縁隊」事業を通じて、令和４年度まで関東学園
大学が取り組んできた神流町の地域活性化のため
の活動実績（商品・サービス開発）を発展させ、神流
町自身が各種サービスを自走して提供出来るように
する目的で委託するもの。

〇 関東学園大学
R5.6.1
【委託契約締結日】

総務部 太田行政県税事務所 地域貢献
ＳＮＳを活用した情報発
信事業

関東学園大学の学生を情報収集員として委嘱し、地
域の魅力的な情報に関する記事を作成、太田行政
県税事務所公式インスタグラムに投稿することで、
地域の魅力を発信する。

関東学園大学

群馬県太田行政県税事
務所と関東学園大学と
の地域活性化包括連携
協定

R1.11.8
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

総務部 太田行政県税事務所 地域貢献
太田６次産業化Lab（お
おた６ラボ）OTA自慢づく
りプロジェクト

〇関東学園大学地方創生研究所が主体となり、以
下の事業を実施。
【概要】
・６次産業化を通して地域課題解決や経済的利益を
創出し、地域資源を活用した新たな付加価値を生み
出す取組。
・第１弾としてOTA自慢づくりプロジェクトを実施。太
田市にゆかりのある「サツマイモ」を活用し、地域に
愛され、誇りに思われるような「コト・モノ」づくりを目
指す。
【実施内容】
都会のオフィスワーカーを対象にフード・ツーリズム
を実施。
・太田市内の遊休農地を活用し、サツマイモの植付
け体験。
・サツマイモを収穫し、調理・試食を実施、意見を聴
取。
・併せて、太田市内の観光スポット周遊や地元グル
メを体験。今後はツアーの商品化をめざす。

地元産サツマイモを使ったジェラートを試作、６ラボ
メンバーで試食会を行い品評、商品化をめざす。

関東学園大学

群馬県太田行政県税事
務所と関東学園大学と
の地域活性化包括連携
協定

R1.11.8

地域創生部
ぐんま暮らし・外国人活躍推
進課

講義・講演会
日本語学習支援ボラン
ティアスキルアップ研修
事業

日本語学習支援ボランティアや、日本語学習支援に
関心のある一般県民向けに、スキルアップのための
研修及び講演会を開催する。

群馬県立女子大学

地域創生部
ぐんま暮らし・外国人活躍推
進課

講義・講演会
やさしい日本語普及事
業

群馬大学医学部生向けに「やさしい日本語」講義を
実施する（必修講義のうちの一部として実施）。

〇 群馬大学

地域創生部 文化財保護課 講義・講演会
2023年度歴史文化資料
保全首都圏大学協議会

・首都圏の大学関係者向けの研究協議会
・本課より文化財防災に関する事例報告を行う

〇
群馬県立女子大学群馬
学センター

地域創生部 スポーツ振興課 調査・研究 医科学トレーニング環境整備

　スポーツ分野における医科学データを活用したト
レーニングを推進するために、データ計測・分析や
セルフトレーニングシステムの開発に向けた研究を
行った。医科学データを活用したトレーニングを推進
することで、本県選手の競技力を向上させることを
目的とする。

群馬大学

地域創生部 スポーツ振興課 その他 ぐんまマラソン応援隊

ぐんまマラソン(フルマラソン)コース沿線の大学に所
属するサークル(ダンス・ハワイアン・太鼓)に依頼
し、ランナー応援隊として、大会当日に活動しても
らった。

育英短期大学

地域創生部 館林美術館 その他
ワークショップ「きみょう
な仮面舞踏会♪」

県立女子大学奥西ゼミとの連携事業として、企画展
示「佐藤健寿展」にちなみ、紙袋や紙皿を使って仮
面を制作する。

群馬県立女子大学　文学
部　美学美術史学科
アートマネジメントゼミ（奥
西ゼミ）
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

地域創生部 自然史博物館 調査・研究 共同研究
群馬県におけるニホンカモシカ及びニホンジカの遺
伝的多様性と系統解析に関する研究

麻布大学 共同研究 平成29年10月
ぐんまの自然
で公開

地域創生部 自然史博物館 調査・研究 共同研究 ニホンジカの安定同位体分析 中央農業研究センター

地域創生部 自然史博物館 調査・研究 共同研究
群馬県におけるツキノワグマの遺伝的多様性の解
明

東京農業大学
東京農工大学
森林総合研究所

地域創生部 自然史博物館 調査・研究 共同研究
群馬県産のチャツボミゴケとその生育環境に関する
研究

群馬大学
日本自然保護協会
みなかみ町

地域創生部 自然史博物館 調査・研究 共同研究 小動物による種子散布 東京農工大学

地域創生部 自然史博物館 教育課程 博物館実習 昆虫標本の作成から収集まで 麻布大学

地域創生部 自然史博物館 教育課程 博物館実習
自由な発想に基づく展示立案と展示の公開に関す
るワークショップ、特別展での展示

武蔵野美術大学

地域創生部 自然史博物館 教育課程 博物館実習
学芸員資格取得希望者の学生を受け入れ、標本の
収集・保管等の手法の習得や、企画展や教育普及
活動などの立案を実施

東京農業大学
高崎経済大学
群馬県立女子大学
清泉女学院大学
国立音楽大学
筑波大学
跡見学園女子大学
都留文科大学
群馬大学

地域創生部 自然史博物館 調査・研究 共同研究
尾瀬国立公園の外来植物（オランダガラシ）の生態
と駆除に関する研究

福島大学
新潟大学

地域創生部 土屋文明記念文学館 講義・講演会 文明先生推し活講座
・土屋文明の業績を広く周知し、文学の研究に土屋
文明記念文学館を活用してもらうため、4回にわたり
講義や特別資料の閲覧などを実施。

〇
群馬県立女子大学
高崎経済大学
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

生活こども部 生活こども課 講義・講演会
高大連携ライフデザイン
支援

早い段階から自らの人生を考える機会を提供するた
め、高校生を対象に大学生とのゼミ形式授業を実施

共愛学園前橋国際大学

生活こども部 生活こども課 講義・講演会

ライフデザイン出前講座
（若者の「ライフデザイン
を考える」セミナー・ワー
クショップ等実施事業）

・昨年度作成したデジタル冊子「LIFE100」を活用し、
県内大学等で若者向けライフデザイン出前講座を
実施
・学生12名によるプロジェクトメンバーとともに、講座
の運営や普及啓発動画を制作

〇

（講座実施校）
共愛学園前橋国際大学
群馬医療福祉大学
群馬県立女子大学
高崎健康福祉大学
新島短期大学
中央情報経理専門学校

生活こども部
生活こども課
（ぐんま男女共同参画セン
ター）

講義・講演会
女子高校生理工系チャ
レンジ支援セミナー

女子高校生の理工系への進路選択を支援するため
の動画を作成（高校生向け３本、保護者向け１本）
し、tsulunosで配信。

群馬大学

生活こども部
生活こども課
（ぐんま男女共同参画セン
ター）

連携会議 アドバイザー会議
学識経験を有するアドバイザー（知事の委嘱）から、
センターの事業や運営等について助言をいただく。

県立女子大学

生活こども部
生活こども課
（ぐんま男女共同参画セン
ター）

その他
ぐんまダイバーシティ推
進地域ネットワーク

県内の高等教育機関（16校）が男女共同参画や女
性の活躍、ダイバーシティの推進を図ることを目的
に活動している「ぐんまダイバーシティ推進地域ネッ
トワーク」の連携機関として情報共有や支援に関わ
る。

群馬大学、県立女子大学
等１６大学

生活こども部
生活こども課
（ぐんま男女共同参画セン
ター）

講義・講演会
大学生サマープログラ
ム

県内及び県内出身の大学生等を対象に、先輩リー
ダーによる講義やグループワークにより、ジェンダー
平等の意識を浸透させ、あらゆる場面で活躍できる
人材の育成を目的として開催。

群馬大学、県立女子大
学ほか県内外５大学の
学生が参加

生活こども部 生活こども課 講義・講演会
デートDV防止啓発講師
派遣

若年期から交際相手等からの暴力の問題について
考える機会を提供し、正しい知識と理解を深めるた
め、大学等にデートDV防止に関する講師を派遣し、
講義を行う。

群馬大学、群馬医療福
祉大学

生活こども部 生活こども課 その他
デートDV防止啓発資料
配付

若年期から交際相手等からの暴力の問題について
考える機会を提供し、正しい知識と理解を深めるた
め、若年者向け啓発冊子「デートDV･･･ってなに？」
を県内大学等に配布。

群馬大学、県立女子大学
ほか県内大学、短期大学
に配布

生活こども部 児童福祉・青少年課 講義・講演会
子どもの心のケアネット
ワーク事業

自殺未遂等の心の問題を抱えた子どもに対して、学
校等の身近な場所で、医療・教育・保健福祉関係者
が連携しながら適切な対応を行うことにより、子ども
の自殺を防ぐ体制づくりを行う。

群馬大学
令和５年度子どもの心
のケアネットワーク事業
実施業務委託契約

R5.4.1
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

健康福祉部 感染症・がん疾病対策課 調査・研究 医療被ばく線量測定
・県内10保健福祉事務所における胸部Ｘ線撮影を最
適な条件で実施するため、被ばく線量測定を実施す
る。

群馬県立県民健康科学
大学

健康福祉部 感染症・がん疾病対策課 講義・講演会
令和５年度国立ハンセ
ン病療養所バス訪問事
業

ハンセン病に関する正しい知識の普及・啓発を図る
ため、県内大学等の学生を対象に国立ハンセン病
療養所バス訪問事業を実施する。

群馬県高等歯科衛生士
学院

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課 調査・研究 健診データ分析等業務
特定健康診査の受診結果データの分析することで、
各市町村が抱える健康課題や生活習慣病のリスク
をを継続的に整理・把握する。

群馬大学

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課 講義・講演会
元気に“動こう・歩こう”
実践リーダースキルアッ
プ研修会

元気に“動こう・歩こう”プロジェクトの一環として、実
践リーダーのスキルアップを図るため、研修会を同
大学に委託して開催した。

高崎健康福祉大学

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課 調査・研究
県民健康・栄養調査_食
事分析業務

令和４年度に実施した県民健康･栄養調査で得られ
たデータから、県の健康課題の要因となる食生活の
特徴を把握し、今後の栄養改善施策の基礎資料と
する。

〇 桐生大学

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課 連携会議
令和５年度若い世代の
食育推進協議会

自立した生活を開始する時期となる若い世代が、食
育に関心を持ち、自らの食生活の改善や周囲への
食育の啓発などに楽しく主体的に関わっていけるよ
う に支援する

・群馬大学
・高崎健康福祉大学
・東洋大学
・共愛学園前橋国際大学
短期大学部
・県民健康科学大学
・桐生大学
・東日本栄養医薬専門学
校
・群馬調理師専門学校

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課 講義・講演会
スポーツ栄養のための
人材育成事業

子どもの望ましい食習慣の形成のために必要な知
識や、体づくり・基礎体力の向上に必要な栄養・食
生活に関する正しい知識を身につけるための、ス
ポーツ栄養学の子どもへの活用に関する研修会を
実施

高崎健康福祉大学

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課 その他 食育フェスタ２０２３
本フェスタを通じて生産者及び食材そのものへの感
謝の気持ちや和食文化への関心を高め、豊かな食
生活づくりへの実践につなげる契機とする。

・共愛学園前橋国際大学
短期大学部
・東日本栄養医薬専門学
校

健康福祉部 食品・生活衛生課 調査・研究 探知犬医学研究

がん探知犬の育成方法を確立するとともに、探知対
象として希少がんや血液腫瘍が対象となりうるかを
研究し、がん探知犬によるスクリーニング検査への
応用を目指す

〇 群馬医療福祉大
（委託業務の名称）
群馬県探知犬医学研究
業務

（契約締結日)
令和6年1月4日
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

健康福祉部 食品・生活衛生課 地域貢献
産学官連携による食の
安全理解促進事業

食の現場を通じて、大学、企業、行政間で食の安全
に関する意見交換を行い理解促進を図る。

共愛学園前橋国際大学
短期大学部
高崎健康福祉大学
桐生大学

健康福祉部 群馬県食肉衛生検査所 調査・研究
国産牛におけるSTECの
保菌状況と分離株の病
原性解析

黒毛和牛、交雑種におけるSTECの保菌状況を調査
し、その分離株の病原性及び性状を確認する。

〇 麻布大学

健康福祉部 群馬県食肉衛生検査所 調査・研究
食肉由来薬剤耐性菌に
関する調査協力

食肉由来薬剤耐性菌（VRE,ESBL生産菌、CREなど
の多剤耐性菌）に関する調査に協力するため、食鳥
処理場で検体を採取し、大学へ搬入する。

群馬大学

健康福祉部 群馬県食肉衛生検査所 調査・研究
食鳥の筋変性病変研究
に関する協力

食鳥検査における筋変性病変について、疫学調
査、病態評価、遺伝子検査を行う。その検体採取
について、協力する。

〇 麻布大学

環境森林部 環境政策課 講義・講演会
大学の講義「環境政策」
への出講

職員を大学に非常勤講師として派遣し、「環境政策」
（半年間、15回）を講義。

共愛学園前橋国際大学

環境森林部 環境政策課 講義・講演会
ぐんま環境学校（エコカ
レッジ）

県民を対象に開催する「ぐんま環境学校」のプログ
ラムの一部において大学の教員に講師を依頼。

高崎経済大学
群馬大学

環境森林部 林業振興課 地域貢献
群馬県の森林・林業に
ついてのPR活動

育英大学・育英短期大学の学園祭（桔梗祭）におい
て、学校の林業体験学習プログラムと連携し、群馬
県の森林・林業及び木育についての展示を実施。

〇 育英大学

農政部 農政課 講義・講演会 農学部セミナー
主に大学１年生を対象に、群馬県農業の魅力や県
農政部の業務等を説明する講演会を実施した。

高崎健康福祉大学
群馬県における農業及
び６次産業化振興に係
る連携協定

令和元年９月２日

農政部 農政課 講義・講演会
インターンシップ・ガイダ
ンス

主に大学２年生を対象に、群馬県農業関係試験研
究機関の実務実習学生の受入れについて、具体的
な説明等を行った。

高崎健康福祉大学
群馬県における農業及
び６次産業化振興に係
る連携協定

令和元年９月２日

農政部 技術支援課 調査・研究 獣害対策調査･分析

野生鳥獣による被害を防止するため、日本獣医生
命科学大学へ被害対策等に係る調査・研究を委託
する。
（R3年度～R5年度：安心・安全な農作業のための野
生動物対策（感染症・クマ））

日本獣医生命科学大学

群馬県と日本獣医生命
科学大学との野生動物
対策推進に関する包括
連携協定

平成21年6月24日

１期３ヵ年で課
題を設定し実
施（第5期：R3
年度～R5年
度）
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

農政部 ぐんまブランド推進課 調査・研究 ナスメタボローム分析
ナスの機能性成分及びその周辺代謝物のメタボ
ローム分析業務

〇 群馬大学
（委託業務の名称）
ナスメタボローム分析

（契約締結日）
令和５年４月２１日

農政部 ぐんまブランド推進課 調査・研究
ヤマトイモにおける機能
性成分の定性及び定量
分析

ヤマトイモの機能性成分の定性及び定量分析 〇 群馬大学

（委託業務の名称）
ヤマトイモにおけるディ
オスコリンの定性及び定
量分析

（契約締結日）
令和５年９月２６日

農政部 ぐんまブランド推進課 調査・研究
上州地鶏ムネ肉摂取効
果検証​

上州地鶏ムネ肉の連続摂取におけるアスリートのパ
フォーマンス向上等に対する効果の測定

群馬大学
（委託業務の名称）
上州地鶏ムネ肉摂取効
果検証​

（契約締結日）
令和５年９月１５日

農政部 ぐんまブランド推進課 調査・研究
アスリートによる上州地
鶏ムネ肉摂取効果検証

上州地鶏ムネ肉の連続摂取におけるアスリート（育
英大学男子駅伝部）のパフォーマンス向上等に対す
る効果の検証​（選手の協力）

〇 育英大学
（委託業務の名称）
アスリートによる上州地
鶏ムネ肉摂取効果検証

（契約締結日）
令和５年７月１９日

農政部 ぐんまブランド推進課 調査・研究
群馬県産農畜産物の特
徴を活かした調理法開
発

Ｇ-アナライズ＆ＰＲチームが分析した２品目(ナス、
ヤマトイモ)の特徴を活かした調理法開発等及び調
理動画制作への協力

高崎健康福祉大学

（委託業務の名称）
令和５年度群馬県産農
畜産物の特徴を活かし
た調理法開発業務委託​

（契約締結日）
令和５年４月２１日

農政部 ぐんまブランド推進課 調査・研究

ナス整枝方法・着果位
置が成分含有量に及ぼ
す影響検証に係る栽培
試験​

​ナスの機能性成分に着目して、整枝方法ごとの着果
位置が成分含有量に及ぼす影響検証を行うため、
分析検体の栽培及びサンプリング等

〇 高崎健康福祉大学

（委託業務の名称）
ナス整枝方法・着果位
置が成分含有量に及ぼ
す影響検証に係る栽培
試験

（契約締結日）
令和５年５月１日

農政部 農村整備課 調査・研究
群馬県やま・さと応縁隊
活動調査

大学生に中山間地域の活性化への道筋を探る調査
を委託。住民との交流やフィールドワークを通して、
若い豊かな視点から地域資源を再評価し、活用方
法や活性化計画等を提案する。

　

関東学園大学
共愛学園前橋国際大学
高崎健康福祉大学
前橋工科大学

　 　

農政部 吾妻農業事務所普及指導課 連携会議
ベニバナインゲン（花
豆）産地の課題解決に
向けた検討

気候変動の影響による夏期の高温や生産者の高齢
化などの要因で、栽培面積・生産量ともに減少傾向
にあるベニバナインゲンについて、生産技術の確立
に向けて検討した。

高崎健康福祉大

農政部 農業技術センター 就職支援 就職対策講座
農学部の「就職対策講座」にて、若手研究員が就職
活動の経験について講演した。

高崎健康福祉大学
群馬県における農業及
び６次産業化振興に係
る連携協定

令和2年9月2日

農政部 農業技術センター 調査・研究 共同研究
ベニバナインゲンの安定生産技術の確立及び産地
振興について

高崎健康福祉大学 技術研修員
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

農政部 農業技術センター その他
群馬県農業関係試験研
究機関実務実習学生受
入れ

技術研修員として学生（2名）を受入れた。 群馬大学 研究連携に係る覚書 平成30年12月25日

農政部 農業技術センター その他
群馬県農業関係試験研
究機関実務実習学生受
入れ

技術研修員として学生（3名）を受入れた。 高崎健康福祉大学
群馬県における農業及
び６次産業化振興に係
る連携協定

令和2年9月2日

農政部 農業技術センター 調査・研究
国内産麦の研究開発支
援事業　　小麦適地拡
大コンソーシアム

DNAマーカー選抜等を活用し、既存主要小麦品種
の後継となりうる有望系統を開発する

帯広畜産大学

農政部 農業技術センター 調査・研究 共同研究 県産ナス中のコリンエステル分析 信州大学

農政部 農業技術センター 調査・研究 共同研究 未利用資源を活用した新規加工食品の開発 東洋大学

農政部 農業技術センター 就職支援 就職対策講座
生命科学部・科学研究科教員主催キャリアイベント
にて、若手研究員による農業技術センター業務の紹
介と就職活動のアドバイスを行った。

東洋大学

農政部 農業技術センター その他 調査協力

気候変動下における果樹生産の政策的対応と農業
経営への反映について、群馬県における気候変動
への対応と沼田地域のリンゴ生産者を対象とした調
査の協力を行った。

高崎経済大学

農政部 農業技術センター 調査・研究 研究者交流 温暖化時代の土壌流出量の評価と対策技術の開発
東京大学

農政部 農業技術センター 教育課程 講義 環境エネルギー概論（食と環境）の講義 前橋工科大学

農政部 農業技術センター 教育課程 講義 教育学部初等科生活「栽培の基礎」の講義 群馬大学
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

農政部 農業技術センター 調査・研究 研究者交流 コンニャク品種保存、遺伝資源調査・収集 　 高崎健康福祉大学

農政部 水産試験場 調査・研究
水圏生態系における放
射性セシウムの動態解
析

赤城大沼を中心とした湖沼生態系における放射性
Csの動態把握と生物濃縮の解明に向けたモニタリ
ング調査

東京都市大学

金沢大学

農政部 水産試験場 調査・研究
先端技術を活用したア
ユ漁場の活性化

アユにおける代理親魚技術の実用化を目指す。 東京海洋大学

農政部 水産試験場 調査・研究
魚から探る脊椎動物の
老いと死の多様性形成
のメカニズム

アユを供試魚として用い、ゲノムの特徴の比較、成
長・老化に伴う発現遺伝子の取得、老化に伴う血液
成分の解析等から、脊椎動物の老化と寿命の多様
性形成のメカニズム解明を目指す。

東京大学大学院

農政部 水産試験場 調査・研究
魚病診断と対策技術の
開発

発生が予測される特定疾病や新たな養殖魚種の魚
病について、迅速な検査・診断体制を構築する。　さ
らに、魚病の効果的な予防として、魚類免疫機能の
解析等を進める。

東京海洋大学
日本獣医生命科学大学
東海大学

農政部 浅間家畜育成牧場 その他
群馬県浅間家畜育成牧
場夏季牧場実習

畜産業を理解してもらうため、畜産を学ぶ学生を対
象に乳用育成牛の放牧飼養管理、牧草調製などの
飼料生産等への現場での実習を行う。

県内農業系高等教育機
関、群馬県立農林大学
校、東京農業大学、日本
大学、麻布大学

畜産及び衛生部局に係
る実習生受入れ実施要
項

令和５年７月１４日～
９月１１日

産業経済部 産業政策課 講義・講演会
ぐんまの次世代産業
リーダー育成講座

「ものづくり」と「デジタル技術」を融合し、ビジネスに
活かせる実践力を持った、次世代産業のリーダーと
なる人材育成を目的とした、産学官連携による公開
講座

群馬大学
前橋工科大学
関東学園大学

産業経済部 産業政策課 連携会議
ぐんま未来イノベーショ
ン会議

産・学・官・金が互いに連携し官民共創コミュニティ
の実現を図り、地域力の向上、イノベーションの加速
によって、地域社会および経済を活性化させること
を目的としたイベント

群馬大学
前橋工科大学
共愛学園前橋国際大学

産業経済部 地域企業支援課 地域貢献
ぐんまの地酒ＰＲ動画コ
ンテスト

「ぐんまの地酒」の魅力を、これからお酒を飲み始め
る若い世代に伝えるため、県内の大学生等と酒蔵
の連携による動画コンテストを実施。（主催：群馬県
酒造組合、共催：群馬県）

高崎経済大学、高崎商科
大学、群馬県立女子大学

産業経済部 地域企業支援課 地域貢献
サウナ・スパ関連商品等
開発支援事業

地場産業の活性化のため、県内事業者、デザイ
ナー、大学生等からなる共同事業体を対象に、リト
リートの視点を取り入れた新たな商品開発を支援。

〇
共愛学園前橋国際大学、
高崎経済大学
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

産業経済部 労働政策課 就職支援 Gターン倶楽部

学生の県内就職促進を目的に、首都圏の大学等
（R6.2現在:133校加盟）と連携し、県内就職情報の提
供や出張相談会の開催、企業との交流会等を実
施。

133校加盟（R6.2現在）

産業経済部 労働政策課 連携会議
群馬県大学等就職支援
ネットワーク会議

県内大学等を構成員として会議を開催し、学生の就
職支援に係る課題等の情報共有や対応を検討。

県内大学・短期大学全１
８校

産業経済部 繊維工業試験場 調査・研究

昆虫（カイコ）テクノロ
ジーを活用したグリーン
バイオ産業の創出プロ
ジェクト

新規に作出したカイコの絹糸についいて特性を評価
し、従来品種の絹糸と比較することによって衣料用
途に適した材料といして利用可能であるか検討す
る。（繊維工業試験場分担分）

信州大学、大阪大学、愛
媛大学

みどりの食料システム戦
略実現技術開発・実証
事業のうち農林水産研
究の推進

農水省委託プ
ロジェクト研究

産業経済部 繊維工業試験場 調査・研究 共同研究事業

・共同研究の実施
・研究者の研究交流を含む、相互交流に関するこ
と。
・研究施設・設備の相互利用に関すること。
・情報発信の相互支援及び共同実施に関すること。

信州大学
群馬県繊維工業試験場
と信州大学繊維学部と
の連携協定

2015/9/3

産業経済部 群馬産業技術センター 調査・研究

共同研究(JFEスチール
㈱)
「有限要素法による焼結
鋼の鍛造解析」

多孔質体の有限要素法(FEM)解析モデルにより、焼
結鋼を冷間鍛造した際の塑性変形を伴う高密度化
特性を実験値と比較しつつ明らかにする。

群馬大学

産業経済部 群馬産業技術センター 教育課程
群馬大学大学院理工学
府の教育研究への協力
に関する協定

産業技術センター職員を、群馬大学大学院理工学
府の教員として派遣し、学生の研究指導を行う

群馬大学
群馬大学大学院理工学
府の教育研究への協力
に関する協定書

令和2年4月1日

産業経済部 群馬産業技術センター 講義・講演会 生産システム工学実験
学生が県内企業様とともに取り組む開発事例につ
いてコメントする。

群馬高専

県土整備部 建設企画課 連携会議 産学官連携会議

建設業界で進む技術者高齢化による技術者不足に
対応するため、新規入職者の増加、技術者の定着
率の向上、技術の継承を図るため、産学官で情報
共有と効果的な対応策を検討・実施する。

群馬大学
前橋工科大学
群馬工業高等専門学校

県土整備部 道路管理課 地域貢献
群馬県「道の駅」魅力
アップワーキング

専門家（大学教授）を交えた県内「道の駅」相互の
ワーキングを開催し、「道の駅」の魅力アップを図る
とともに、「道の駅」全体の底上げを図る。

前橋工科大学
高崎経済大学
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

県土整備部 都市計画課 その他
令和５年度群馬県屋外
広告物タウンミーティン
グ

①屋外広告物の安全点検に関する講演
②商店街周辺をまち歩きし、看板の安全性や美観
の状況を確認
③まち歩きを踏まえたワークショップ（意見交換会）

今年度は前橋市中心市街地での開催だったことも
あり、まちづくりを専攻する前橋工科大学の学生に
参加いただいた。

前橋工科大学

県土整備部 住宅政策課 その他 住教育推進事業
群馬県住生活基本計画を県民にわかりやすく周知
するために作成されたかるたトランプを活用して、デ
ジタルかるたトランプを制作した。

群馬大学

県土整備部 住宅政策課 講義・講演会 住教育推進事業

板倉町で地域学習の一環として作成した郷土かるた
トランプを実際に使用し、遊びを通して地域の名所、
特産物及び特徴を理解し併せて水害の歴史に触れ
る防災教育を板倉町立東小学校を対象に実施し
た。

群馬大学

県土整備部 安中土木事務所 調査・研究

道路の景観形成・維持
管理に向けた地域連携
による取組のモデル事
業に関する研究

安中市中心市街地で施工する道路整備にあたり、
地域住民や近隣に所在する高等学校等と連携した
景観整備や維持管理の手法について研究を行うと
ともに、道路工事中における周辺住民や道路利用
者へのイメージ改善対策について研究を行った。

日本大学 共同研究 R5.7.20

県土整備部 館林土木事務所 調査・研究
バーチャル映像を活用
した多々良沼の利用推
進

全天球映像や動画等のバーチャル映像を活用して
多々良沼の魅力資源を紹介し、利用推進を図る。

〇 東洋大学国際観光学部

多々良沼・城
沼自然再生協
議会事業とし
て実施

病院局 経営戦略課 地域貢献 県立病院連携事業
県立４病院が抱える共通課題及び個別課題の解決
に向け、県立県民健康科学大学と連携。

県立県民健康科学大学

教育委員会 義務教育課 連携会議
群馬大学と群馬県教育
委員会との連携に係る
協議会

共同研究や連携事業の方向性や内容について協議
を行う。

群馬大学

教育委員会 義務教育課 調査・研究 共同研究
喫緊の教育課題を研究テーマとする６つの研究部
会によって、実践研究の推進と研究成果の学校現
場への還元を図る。

群馬大学

教育委員会 義務教育課 講義・講演会

群馬大学と群馬県教育
委員会によるシンポジウ
ム「ぐんまの教師力を高
める2023」

教職大学院における課題研究の発表を基に意見交
流を行うことで、県内教職員の実践力や課題解決力
の向上を図る。

群馬大学
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

教育委員会 高校教育課 講義・講演会
群馬県高校生数学キャ
ンプ

県内の高校生等が、第一線で活躍する数学者の講
義を受け、数学の楽しさを発見し、数学に関する資
質を高めることを目的とする。東京大学大学院数理
科学研究科と共催しており、講義等について全面的
な協力を受けている。

東京大学

教育委員会 特別支援教育課 教育課程 介護等体験

教職課程をとっている学生が行う介護等の体験のう
ち、特別支援学校で行うものについて、事務取扱要
領を定め、事務取扱の監督、希望する学生の学校
への振り分け、学校と大学の連携協議会の開催等
を行っている。

県内各大学及び受入依
頼のあった県外大学

教育委員会 総合教育センター 講義・講演会
群馬県総合教育セン
ター研修講座

群馬県の教職員を対象とした研修講座において、教
育、福祉、医療などの専門的な知識を深めるため、
県内大学の教授等を講師とした講義等を実施した。
令和５年度：１０１講座のうち４１講座（２３大学）

群馬大学、高崎健康福祉大学、
群馬医療福祉大学、県立県民
健康科学大学、共愛学園前橋
国際大学、育英短期大学、高崎
商科大学、桐生大学、東京福祉
大学、ほか県外大学

教育委員会 生涯学習センター 教育課程 社会教育実習生の受入

社会教育法に規定する社会教育主事等の資格取得
を目指す学生に、社会教育に係る実務・演習を中心
とした体験学習を提供し、社会教育主事としての基
礎的能力の習得をはかる。

群馬大学

教育委員会 生涯学習センター 地域貢献 少年科学館ボランティア
少年科学館が実施する体験活動を補助するとともに
展示室で来館者に対応する。

群馬大学、共愛学園前橋
国際大学、群馬県立女子
大学、高崎健康福祉大
学、群馬社会福祉専門学
校

教育委員会 北毛青少年自然の家 講義・講演会
社会教育施設視察の学
生受入

大学の集中講義「生涯学習概論Ⅱ」の一環として、
社会教育施設（青少年教育施設）についての講義及
び施設見学

〇 群馬大学

議会事務局 政策広報課 講義・講演会
ぐんまシチズンシップ・ア
カデミー

県内大学生を議会に招き、一般質問を傍聴した後
に議員と意見交換する。

令和５年度は
県立女子大学、県立県民
健康科学大学、関東学園
大学、東京福祉大学、高
崎経済大学、群馬医療福
祉大学、新島学園短期大
学

議会事務局 政策広報課 講義・講演会 議員に密着ゼミナール
県内大学に議員が直接訪問し、大学生と意見交換
を行う。

令和５年度は高崎経済大
学

労働委員会事務局 管理課 講義・講演会
出前講座「労使関係の
基礎知識」

主に大学３年生に対し、就職後に役に立ちそうな労
使関係の知識に関する出前講座を行った。

高崎経済大学
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部局 所属 カテゴリー 事業名 事業内容 新規 連携先（大学等名） 協定名 協定締結日 備考

警察本部 警務部警務課 調査・研究
群馬パース大学と群馬
県警察との包括連携協
定

   防止・防疫に係る連携

　めの連携

〇 群馬パース大学
群馬パース大学と群馬
県警察との包括連携協
定

令和6年2月5日

警察本部 警務部広報広聴課 連携会議

群馬県警察・大学・短期
大学犯罪被害者支援
（共生）ネットワーク連絡
会議

　犯罪被害者支援に関し、県内大学・短期大学との
連携を強化し、同支援についての大学生の理解を
深めるとともに、学生のボランティア活動を始めとす
る社会参加活動への参加促進を図るもの

県内大学・短期大学
犯罪被害者支援に係る
申し合わせ書

平成20年1月17日

警察本部 子供・女性安全対策課 地域貢献
群馬県大学生少年サ
ポーター

　少年と年齢が近く、少年の置かれた環境や心情を
理解しやすい立場にある大学生を大学生少年サ
ポーターとして委嘱し、少年の視点に立った補導活
動、立ち直り支援及び相談活動等を通じ、より効果
的な非行防止、健全育成を図り、非行少年を生まな
い社会づくりに資するもの

高崎経済大学
群馬県立女子大学
群馬医療福祉大学
東京福祉大学
女子栄養大学

警察本部 国際・捜査支援分析課 講義・講演会
「グローバル・シチズン
シップ－大使リレー講座
－」における講義の実施

　群馬県立女子大学国際コミュニケーション学部で
の講義において、多文化共生施策実施状況等につ
いての講義を実施したもの

〇 群馬県立女子大学

警察本部 国際・捜査支援分析課 その他
学園祭における広報啓
発活動

　警務課、広報広聴課、鑑識課、伊勢崎警察署と協
働し、群馬県立女子大学の学園祭において、県警
音楽隊とのコラボ演奏や警察ブースを設置
　同大学の学生ボランティアも参加し、各種デモンス
トレーション、チラシ・防犯グッズの配布等、来場者
に対する広報・啓発活動を実施した。

〇 群馬県立女子大学

警察本部 サイバーセンター 連携会議
群馬県中小企業等サイ
バーセキュリティ支援連
絡会

　平成２８年１０月に県、警察官、中小企業等支援機
関、学術機関等との間で締結された「サイバーセ
キュリティ対策に関する相互協力協定」に基づき、県
内中小企業、学術機関等におけるサイバーセキュリ
ティ対策を推進した。

群馬大学
前橋工科大学
群馬工業高等専門学校

サイバーセキュリティ対
策に関する相互協力協
定

平成28年10月17日

警察本部 サイバーセンター 連携会議
群馬県大学等サイバー
セキュリティ連絡会

　平成３１年２月に県警察と県内大学等が相互に連
携・協力し、安全で安心なサイバー空間の実現を目
指すことを目的として締結した共同対処協定に基づ
き、勉強会の実施等、県内大学等のサイバーセキュ
リティ対策強化のための取組を推進した。

県内全ての大学
短期大学
高等専門学校

群馬県大学等サイバー
セキュリティ共同対処協
定

平成31年2月7日

警察本部 サイバーセンター 地域貢献
群馬県警察学生サイ
バーパトロールコラボレ
イター

　安全で安心して利用できるサイバー空間を確保す
るため、サイバーセンター長名で委嘱した学生によ
る、インターネット上の自主的なボランティア活動を
通じて、サイバー空間の健全化と利用者の規範意
識の向上を図った。

群馬大学
前橋工科大学
高崎健康福祉大学
共愛学園前橋国際大学
中央情報大学校
大原学園高崎校
太田情報商科専門学校

警察本部 サイバーセンター 講義・講演会 サイバー人材育成事業

　群馬大学のサイバーセキュリティの授業に、警察
職員が受講し、また警察官が講議を実施し、デジタ
ル社会においてサイバーセキュリティを担う人材育
成を図るもの。

〇 群馬大学
群馬県大学等サイバー
セキュリティ共同対処協
定

平成31年2月7日
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